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　目の不自由な方への情報提供
を目的に作られたものです。こ
の音声コード（SPコード）を、
活字文書読み上げ装置で読み取
らせると、音声で読み上げます。
　活字文書読み上げ装置は社会
福祉協議会本所に設置していま
す。

地域の方と一緒に
餅つきをしました。

本誌は、皆さまの社協会費・寄附金で発行されています。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
か
ら
、
社
協
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
役
員
改
選
が
あ
り
、
会
長
と
し
て
再
び
ご
推
挙
を
頂
き
ま
し

た
。
福
祉
の
充
実
が
叫
ば
れ
て
い
る
と
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致
し
て

お
り
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
に
一
層
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う
に
、
社
会
福
祉
は
す
べ
て
の
人
々
が
社
会
的

に
自
立
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会
に
積
極
的
な
か
か
わ
り
あ
い
を
持

ち
な
が
ら
、
充
実
し
た
生
活
を
送
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
も

若
者
も
障
が
い
の
あ
る
者
も
そ
う
で
な
い
者
も
、
す
べ
て
人
間
と
し
て
幸
せ
な

生
活
を
送
る
た
め
、
と
も
に
暮
ら
し
、
と
も
に
生
き
る
社
会
こ
そ
普
通
で
あ
る

と
す
る
理
念
の
も
と
、
福
祉
を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　

社
協
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
市
と
の
連
携
を
よ
り
一
層

密
に
し
な
が
ら
、
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
臨
み
、
皆
さ
ま
が
た
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
年
が

幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
じ
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。 年

頭
の
ご
挨
拶

安
芸
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福
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理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

平
成
22
年
度　

第
３
回
理
事
会

　

日
時　

平
成
22
年
11
月
25
日
（
木
）

平
成
22
年
度　

第
３
回
評
議
員
会

　

日
時　

平
成
22
年
11
月
26
日
（
金
）

◆
理
事
会
報
告
事
項

（
１
）
総
務
部
会
報
告

（
２
）
介
護
保
険
事
業
関
係
部
会
報
告

（
３
）
監
事
会
報
告

◆
理
事
会
・
評
議
員
会
議
題

報
告
第
７
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
運
営
規
程
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程

○
報
告
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
資
格
変
更
に
よ
る
員

数
の
変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
経
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
13
号
に
つ
い
て
は
、
小
口
現
金
限
度
額
の

変
更
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
14
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
給
与
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
14
号
に
つ
い
て
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

安
芸
高
田
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正

に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
16
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
衛
生
委
員
会
規
程

○
議
案
第
16
号
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に

よ
り
新
規
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
17
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
心
生
活
創
造
事
業
実
施
規
程
の
一
部

を
改
正
す
る
規
程

議
案
第
18
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

議
案
第
19
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
芸
高
田
市
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
17
号
・
議
案
第
18
号
・
議
案
第
19
号
に
つ

い
て
は
、
条
文
の
整
理
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
20
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
芸
高
田
市
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事

業
実
施
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
20
号
に
つ
い
て
は
、
条
文
の
整
理
、
託
児

の
創
設
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
外
出
支
援
（
通
院
支
援
）
サ
ー
ビ
ス
運

営
要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

議
案
第
22
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
知
的
障

害
者
地
域
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
事
業
運
営
実
施
要

綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱

○
議
案
第
21
号
・
議
案
第
22
号
に
つ
い
て
は
、
条
文

の
整
理
に
よ
り
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
23
号　

平
成
22
年
度
社
会
福
祉
法
人
安
芸
高

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
一
般
会
計
資
金
収
支
補
正

予
算
（
第
３
次
）
に
つ
い
て

○
議
案
第
23
号
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
収
入
支
出
予

算
総
額
に
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
十
三
万
八
千
円

を
追
加
し
、
収
入
支
出
予
算
の
総
額
を
収
入
支
出

そ
れ
ぞ
れ
四
億
五
千
四
百
十
五
万
三
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

◆
理
事
会
議
題

同
意
第
５
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
及
び
監
事
の
推
薦
に
つ
い
て

○
同
意
第
５
号
に
つ
い
て
は
、
理
事
及
び
監
事
の
任

期
が
満
了
と
な
る
の
で
、
規
定
に
基
づ
き
、
推
薦

す
る
も
の
で
す
。

◆
評
議
員
会
議
題

同
意
第
２
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
理
事
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

○
同
意
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
理
事
の
任
期
が
満
了

と
な
る
の
で
、
規
定
に
基
づ
き
15
名
の
方
を
選
任

す
る
も
の
で
す
。

同
意
第
３
号　

社
会
福
祉
法
人
安
芸
高
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
監
事
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

○
同
意
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
監
事
の
任
期
が
満
了

と
な
る
の
で
、
規
定
に
基
づ
き
３
名
の
方
を
選
任

す
る
も
の
で
す
。

◆
採
決
の
結
果

　

報
告
第
７
号
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
13
号
か
ら
議
案
第
23
号
ま
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
意
第
５
号
、
同
意
第
２
号
、

　

同
意
第
３
号
は
、
原
案
ど
お
り

　

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

祉
協
議
会
安
全
衛
生
管
理
規
程
の

全
部
を
改
正
す
る
規
程

○
議
案
第
15
号
に
つ
い
て
は
、
よ
り

具
体
的
に
施
行
す
る
た
め
に
全
部
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街頭募金・イベント募金のご協力ありがとうございました
赤い羽根共同募金

赤い羽根の水（24本入）
500ml　ミネラルウォーター

価  格：3,600円（税込）

赤い羽根のリストバンド
価  格：1,300円（税込）
カラー：白、赤、黒、青

※�販売価格の約
半分が募金に
なります。

広島東洋カープ

コラボレーションＴシャツ
価  格：2,000円（税込）
サイズ：130，Ｓ，Ｍ，Ｌ

10/ １（金） 街頭募金（イズミゆめタウン吉田店前） 32,954 円

10/10（日） こうだわいわい祭 73,884 円

10/24（日） たかみや大地のまつり 17,251 円

10/31（日） 美土里米舞まつり 15,159 円

11/ ７（日） やちよおよりん祭 35,306 円

募金総額　174,554円

　街頭募金・イベント募金でたくさんのあたたかい募金をいただきました。集まった募金は広島県共同

募金会に全額送金しますが、募金額の約60％が安芸高田市社会福祉協議会へ配分され、ボランティア

活動やふれあいサロンなどの地域福祉事業に充当させていただきます。ご協力ありがとうございました。

【ご注文・お問い合わせ先】
広島県共同募金会安芸高田市支会　☎45-2941

共同募金寄付金付商品を
� よろしくお願いいたします

たかみや大地のまつりこうだわいわい祭

美土里米舞まつり やちよおよりん祭

街頭募金（イズミゆめタウン吉田店前）

2011（平成23）年1月 �



「きずなサロン」は八千代町の大歳集会所で開いています。

詳しいことは　市社協八千代支所　電話52-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、昨年の８月に産声を上げ、現在22名の会員で活動しています。

　今までの活動は、市役所職員から「お太助ワゴン」についての話を聞いたり、健康体操や歌な

どのレクリエーションを行ったりして楽しんでいます。

　そして今回は、パークゴルフに挑戦！！初めての人も多く、ホールの周りを行ったり来たりし

ながらやっとカップに入った時の軽やかな音にスッキリ。『やった～』の声とともに明るい笑顔も

広がり、時間の経つのも忘れて盛り上がりました。皆さん毎回サロンの日を楽しみにしています。

（きずなサロン世話人）

はじめまして♪きずなサロンです

はじめてだけどちょっとワクワク

元気いっぱい坂巻にこにこサロン

「坂巻にこにこサロン」は吉田町の坂巻集会所で開いています。

詳しいことは　市社協吉田支所　電話 42-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンでは、古くなった

着物を解いて作ったティッシュケー

ス、紙コップを利用したフラワーア

レンジメントなどを作り、地域の

80歳以上の方にプレゼントしまし

た。

　本当にささやかな物ですが、皆さ

ん笑顔いっぱいでとっても喜んでく

ださいました。

　花が少なく、ちょっとした苦労も

ありましたが、今回をきっかけに一

人暮らしのおばあちゃんが活動に参

加されるようになり、私たちもにっ

こりです。

� （坂巻にこにこサロン世話人） キレイなお花をありがとう

2011（平成23）年1月�
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「来女木ふれあいサロン」は高宮町の来女木公民館で開いています。

詳しいことは　市社協高宮支所　電話57-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

「カンナサロン」は美土里町の美土里山村開発センターで開いています。

詳しいことは　市社協美土里支所　電話 59-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　10月25日（月）、山村開発センターで地元市議会議員をお招きし、安芸高田市におかれている

市政の問題点や課題などをお聞きする勉強会を開きました。

　葬祭場の建設や小中学校の統合、給食センターの設置、また、町内に建設中の老人福祉施設に

ついてなど多岐にわたる内容で、活発に質問があがっていました。

　安芸高田市への関心の深さを感じることができ、とても充実した勉強会となりました。

� （カンナサロン世話人）

ほお～なるほどの～

こんにちは！カンナサロンです！

　11月19日（金）、楊枝を使っての一輪差し作りと、筋力をアップさせて転倒を防止するための

軽運動をし、講師のユーモアたっぷりの指導で、笑顔の大切さも学びとても楽しい１日となりま

した。

　私たちのサロンは、昨年の７月で10周年を迎え、これからもふれあいを大切に、いつまでも楽

しく集えるサロン活動が出来ればと思っています。

� （来女木ふれあいサロン世話人）

集中してます

みんな仲良し来女木ふれあいサロン

笑ってねじって！ねじって笑って！

2011（平成23）年1月 �
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楽しいで～す！福寿サロン

「福寿サロン」は甲田町の市ヶ原集会所で開いています。

詳しいことは　市社協甲田支所　電話 45-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、「いつまでも元気で楽しく幸せに」を

モットーに、福寿サロンと名付け、今年で７年目を迎えまし

た。農繁期を除いて、出来るだけ月１回は集まることにして

います。

　活動は主に、春には花見、次は泥落し、七夕祭り、ほこ

り落し、忘年会等々、昔ながらの歳時記にそって昔話に花

笑顔あふれる大寺山サロン

「大寺山サロン」は向原町の坂７区集会所で開いています。

詳しいことは　市社協向原支所　電話 46-2
ふくしいちばん

941 までお問い合わせください。

　私たちのサロンは、向原町坂７区の地域

で集まり活動をしています。

　活動内容は、琴比良神社や坂の六地蔵な

どにある地元の歴史を学んだり、料理教室

やレクリエーション・ゲームを行っており、

笑い声の絶えない女性パワーが活力の源に

なっています。

　近年、高齢化の影響に直面していますが、

「長老の智慧」と「笑顔のパワー」で腕ま

くりして頑張っています。

� （大寺山サロン世話人）

今日も

楽しかったね

おいしく

出来たかな？

きもち

ええよ～

おいしいの～

を咲かせたら会食。あとは歌、体操ゲーム等をします。

　今回はほこり落しをしました。年をとっても元気で家族の一員

として手助けできた喜びに、疲れも忘れて話がはずみ、楽しいひ

と時を過ごしました。

　これからも、「いつまでもみんな元気で楽しく」を目指して活動

していきたいと思っています。� （福寿サロン世話人）
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福祉教育のススメ

　高宮中学校の伝統行事ともいえる「お年寄り訪問」が、12月８日（水）に行われました。

　今年のテーマを、「毎日お年寄りから幸せをもらっています。そのお返しに幸せを届けること。

地域のお年寄りと親睦を深めること。」として、元気よく地域に出かけて行きました。

　窓拭き・落ち葉集め・お話等で大変お年寄りの方も喜ばれ、とても充実した活動になりました。

� （高宮支所）

全校生徒が参加　お年寄り訪問
～高宮中学校の取り組み～

ピカピカにしようや～

　美土里小学校が県社協から３年間の指定を受けた

「地域まるごと福祉教育」も、今年度で最後となり

ました。今年度は、11月16日（火）に３年生と地

域の方と一緒になって餅つきをしました。

　今回も町内２カ所の保育園の年長さんを招待し大

賑わい！初めて見る杵や臼に、子どもたちはとても

興奮していました。自分たちでついたお餅は、格別

に美味しかったようです。

「地域まるごと福祉教育」～餅つき～
～美土里小学校の取り組み～

よいしょ～！よいしょ～１

　また、子ども達の近所に住む一人

暮らしの高齢者の方にお配りし、と

ても喜んでいただきました。

　地域の皆さん、３年間本当にお世

話になりました。

� （美土里支所）

きれいになったね～ 来てくれてありがとの～

2011（平成23）年1月 �



　「よい人材づくり」・「よい繋がりづくり」・「よい活動づくり」を目標に、「あいある広島project

♪事業」の指定を受け、ひとは作業所前に「ちゃらんのひろば」が完成しました。

　11月７日（日）には、「あそびの楽校」を開校し、地域の名人と子どもたちが集まり、竹を使っ

てマイ箸を作りました。自分で作ったマイ箸で食べるソーメン流しに、子どもたちは大はしゃぎ！

　これから、「ちゃらんひろば」でどんな名人に出会えるのか本当に楽しみです。

� （向原支所）

生活・介護サポーター４期生　巣立つ
～安芸高田市生活・介護サポーター養成講座～

名人が集まる「ちゃらんのひろば」
～あいある広島project♪事業～

輝

楽

こうやって作るんで～ おいしい～♪

　10月29日（金）、安芸高田市中央保健センターで「安芸高田市生活・介護サポーター養成講座

第４期」の最終講義が行われ、全講義を修了された44名の皆さんに、安芸高田市生活・介護サポー

ター養成事業修了証明書及び認定書が授与されました。これで、本年度の修了者は第３期生89名

とあわせて133名となり、今後は市が実施する事業「安心生活創造事業」の登録訪問員として、

地域でのボランティア活動などで活躍されます。� （在宅福祉課）

2011（平成23）年1月�

地域 　情報まる
っと



～安芸高田市家族介護者リフレッシュ事業（第２回）～

社協通所介護事業所です！こんにちは
！

お問い合わせ先（在宅福祉課）：代表 45-2
ふくしいちばん

941　直通 45-5102　または、市社協各支所までお問い合わせください。

のんびりと温泉でホッと一息

　今回は、10月25日（月）～ 11月８日（月）

の間で各町に分かれ神楽門前湯治村で開催

し、全体で47名の方が参加されました。

　午前はのんびりと温泉に入ったり情報交換

を行い、会食後の午後からは介護研修を行い

ました。

　同じ悩みや体験をもつ者同士で交流を深

め、心もからだもリフレッシュしてみません

か？

� 　（在宅福祉課）

　ショッピングセンターパルパに、利用者の皆さんが作られた手芸作品を展示しました。自分が作っ

た手芸作品がたくさんの人目に触れるとあって、創作意欲も増したようで立派な仕上がりになりました。

　通所介護事業所では、このような手芸の他にも身体機能維持・向上を図るためのパワーリハビリ、

歯科衛生士による口腔ケアなども行っています。

　また、ゆったりと温泉気分が味わえるお風呂も備えており、利用者の皆さんにも喜ばれています。

　ぜひ一度、見学に来てみてください。
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皆さまの善意により、サロン活動、
ボランティア活動などが支えられています。
�平成22年９月21日～平成22年12月20日受付分（敬称略）
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■弁護士相談（無料・予約先：市社協本所　総務課　☎45-2
ふくしいちばん

941）
※要予約  �６名まで（１人30分程度）予約については、先着順となります。

市社協吉田支所 毎月第３水曜日

13：00～ 16：00

財産・相続・金銭貸借・離婚など
法律上の問題に関すること。
日程については変更となる場合があ
りますので、詳しくは市社協本所総
務課へお問い合わせください。

市社協甲田支所 ２月２日（水）

市社協向原支所 ３月２日（水）

※市社協吉田支所開催：開催月の１日、8：30から予約受付（変更あり）
※市社協支所開催：開催前月の 15日、8：30から予約受付（変更あり）

■心配ごと相談（無料）

吉 田 人 権 会 館 第１・３木曜日 10：00～ 15：00 ☎ 42-2826

市社協八千代支所 第 １ 月 曜 日 13：00～ 15：00

日程については変更となる場合がありますの
で、詳しくは市社協各支所へお問い合わせくだ
さい。

市社協美土里支所 第 ３ 木 曜 日 9：00～ 12：00

市 社 協 高 宮 支 所 毎　 月　15　 日 9：00～ 12：00

市 社 協 甲 田 支 所 第 ４ 月 曜 日 13：30～ 15：30

市 社 協 向 原 支 所 第 ２ 火 曜 日 9：00～ 11：00

■在宅介護者の会（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎59-2
ふくしいちばん

941）

１月 27日（木） 10：00～ 15：00 情報交換

美土里山村開発センター２月 17日（木） 13：30～ 16：00 情報交換（反省と計画）

３月９日（水） 10：00～ 15：00 未定

■在宅介護者の集い（お問い合わせ先：市社協高宮支所　☎57-2
ふくしいちばん

941）

１月 18日（火）

13：30～ 15：30 おしゃべり、講師における話・相談 たかみや人権会館２月 22日（火）

３月 22日（火）

■ふれあい塾（お問い合わせ先：市社協美土里支所　☎59-2
ふくしいちばん

941）

1/25（火）・2/15（火）・3/15（火） ９：30～ 13：00 美土里山村開発センター

ふれあい塾とは…�日常生活において、調理を必要とする状況の男性の方を対象に、食生活改善推進員の協力を得て、
自立支援・食の改善のための調理実習等を行なっています。

宮崎県口蹄疫被害
平成22年
５月26日～
� 10月31日

91,275円 広島県
共同募金会扱い

10月20日の
奄美地方大雨災害

平成22年
10月25日～
� 11月30日

12,345円 広島県
共同募金会扱い

10月20日の
奄美地方大雨災害

平成22年
10月25日～
� 11月30日

30,000円 日本赤十字社
広島県支部扱い

義援金報告 ご協力ありがとうございました。

　今年も心温まる話題をたくさん掲載し、安芸高田市の福祉についてもっと市民の皆

さまに知って頂けるような広報にしたいと思っております。ご覧になったご感想や、

改善のためのご意見・ご提案がございましたらお待ちしております。

� （事務局）

編集
後記

　多くの皆さまから、社協

窓口・募金箱へ色々な形で

ご協力いただきました。お

寄せいただいた義援金は、

全額、広島県共同募金会、

日本赤十字社広島県支部へ

送金いたしました。皆さま

の温かいご協力ありがとう

ございました。
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